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2024年度の我が国の温室効果ガス排出・吸収量

◼ 2024年度の我が国の温室効果ガス排出・吸収量は約9億9,400万トン（CO2換算）（2023年度は約
10億1,300万トン）となり、2023年度比1.9％減少（▲約1,880万トン）、2013年度比28.7%減少
（▲約3億9,950万トン）。

◼ 2013年度以降の最低値を記録（初めて10億トンの大台を下回る）し、全体としての減少傾向を継続。

◼ 2023年度からの減少要因：製造業の生産量の減少等によるエネルギー消費量の減少及び電力の脱炭
素化（原発再稼働及び再エネ拡大）に伴う電力由来のCO2排出量の減少

◼ 2013年度からの減少要因：エネルギー消費量の減少（省エネの進展等）及び電力の脱炭素化に伴う電
力由来のCO2排出量の減少等。
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ガス別の排出量の推移

◼ 2024年度のCO2排出量は約9億7,100万トンとなり、2023年度比1.7%減少（▲約1,670万トン）、
2013年度比26.0%減少（▲約3億4,090万トン）。

◼ ハイドロフルオロカーボン類（HFCs）の排出量は2005年から2021年まで年々増加していたが、3年連続で
減少。

※四捨五入の関係により、合計値等が一致しない場合がある。

    年度     年度     年度

排出量 排出量 排出量 排出量

〔シェア〕 〔シェア〕 〔シェア〕 〔シェア〕     年度比     年度比

1,272 1,394 1,067 1,046 -347.1 -20.3

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《-    %》 《-   %》

1,160 1,312 988 971 -340.9 -16.7

〔    %〕 〔    %〕 〔    %〕 〔    %〕 《-    %》 《-   %》

1,068 1,235 922 907 -328.7 -15.1

〔    %〕 〔    %〕 〔    %〕 〔    %〕 《-    %》 《-   %》

92.2 77.0 66.5 64.9 -12.1 -1.6

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《-    %》 《-   %》

50.0 32.8 29.5 27.9 -4.9 -1.6

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《-    %》 《-   %》

28.9 19.6 15.2 14.8 -4.8 -0.41

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《-    %》 《-   %》

33.4 28.8 33.9 32.2 3.4 -1.6

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《+    %》 《-   %》

13.4 22.0 28.5 27.6 5.6 -0.96

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《+    %》 《-   %》

6.2 3.0 3.1 2.5 -0.50 -0.57

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《-    %》 《-    %》

13.8 2.3 2.1 2.0 -0.34 -0.06

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《-    %》 《-   %》

0.0 1.5 0.2 0.2 -1.3 -0.03

〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 〔   %〕 《-    %》 《-    %》

（注） 排出量"   "は 万トン未満、シェア"   "は    未満  （単位： 万トン  2換算）

    年度

変化量
《変化率》

六ふっ化硫黄（SF6）

三ふっ化窒素（NF3）

合計

非エネルギー起 

メタン（CH4）

二酸化炭素（CO2）

エネルギー起 

ハイドロフルオロカーボン類（HF s）

パーフルオロカーボン類（PF s）

一酸化二窒素（N2O）

代替フロン等４ガス
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エネルギー 換  
（電     計  を  ）

    （   等）

    

 業 ロ ス及び製 の  

   （  等）

産業  （ 場等）

 の （     等）

業  の   
（ 業・ ー ス・ 業 等）

     年度比 （    年度比）

エネルギー起源CO2の部門別排出量の推移

◼ 2023年度からのCO2排出量の変化を  別に見ると、
産業  は2.5%減少（▲約850万トン）、    は1.6%減少（▲約300万トン）、
業  の   は0.2％増加（+約25万トン）、    は0.7%減少（▲約96万トン）。

◼ エネルギー起 CO2排出量は、業  の   が微増となったものの、全体としては2023年度から減少。
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＜出典＞エネルギー需給実績（確報）、2030年度におけるエネルギー需給の見通し（関連資料）（資 エネルギー庁）を に作成

※ 業 発電及び   発電を含む国内全体の発電施設を 象としている。
※四捨五入の関係により、合計値等が一致しない場合がある。

総合エネルギー統計における電源構成の推移

◼ 2024年度の電 構成に占める再生可能エネルギーの割合（水力含む。）は23.1%で、2023年度から
0.2ポイント増加。

◼ 原子力は9.4%で、2023年度から0.9ポイント増加。

◼ 火力（バイオマスを  。）は67.5%で、2023年度から1.1ポイント減少。

電源構成の推移電源種別の発電電力量の推移
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代替フロン等4ガスの排出量推移

◼ 2024年における代替フロン等4ガス（HFCs、PFCs、SF6及びNF3）の排出量は、約3,220万トン（CO2

換算）で、2023年比で4.8%（約160万トン）減。

◼ 代替フロン（HFCs）の排出量の減少による寄与が大きいことから、オゾン層保護法に づ 生産量・消費
量の規制、フロン排出抑制法に づ 低GWP（地球温暖化係数）冷媒への 換、機器  時・  時
の排出  等による効果と考えられる。

◼ HFCsの排出量推計に いている冷媒の初期充塡量などの設定値については、最新の  実態を反映する
見直しを実施した。

NF3
SF6
PFCs

HFCs

排
出
量
（
 
万
ト
ン

C
O

2
換
算
）

代替フロン等4ガスの排出量の推移

（年）
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森林等の吸収源対策による吸収量の推移

◼ 2024年度の  等吸収   による吸収量は約5,230万トン（2023年度は約5,390万トン）。この
うち、新たな吸収 としての期待が大きい ルーカーボンについては前年度とほぼ同量の約32万トン。
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